
　市内東部・北部地区を中心に栽培されている川
越の米。主な品種には、ほどよい粘りと甘みがあ
る「コシヒカリ」と、さっぱりとした味が特徴の

「彩のかがやき」があります。川越の米は、「安全
でおいしい地場産の物を」という思いから学校給

食にも使われ、子供たちの元気の源となっています。
　「良い米を収穫するには、定期的な草刈りと、稲の成長に合わせた水管理が大切です。
収穫間近には、鳥による食害や台風などに苦慮。自然と闘いながら、ようやく秋に米を収
穫できます」と語る栽培農家の島

しま

崎
ざき

嘉
よし

通
みち

さん（山田・50歳）。労力をかけて収穫した川越
の米は、直売所などで買うことができます。
　米は、消化・吸収率の高い良質なでんぷんのほか、タンパ
ク質、脂質、ミネラルなどが豊富に含まれ、まさに栄養の宝
庫。これからおいしい新米の季節がやってきます。おにぎり、
納豆・玉子かけご飯……。頭と身体を使う「読書の秋」「スポ
ーツの秋」に、川越の米でパワーを補給しましょう。
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「
八
幡
様
」
と
地
元
の
人
に
親
し

み
を
込
め
て
呼
ば
れ
る
古
尾
谷
八
幡

神
社
。
か
つ
て
の
古ふ

る
お
や
の

尾
谷
庄

し
ょ
う

十
三
か

村そ
ん

の
総
鎮
守
で
す
。
真
っ
赤
な
鳥
居

を
く
ぐ
る
と
、
正
面
に
大
き
な
社
が

姿
を
現
し
ま
す
。
こ
れ
は
江
戸
時
代

中
ご
ろ
に
建
て
ら
れ
た
権
現
造づ

く
り

の
社

殿
。
近
づ
い
て
み
る
と
そ
の
大
き
さ

に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
幕
府
や
藩
の
手

を
借
り
ず
、
地
元
の
人
々
の
力
だ
け
で
建
て
ら
れ
た
神
社

建
築
と
し
て
は
、
ほ
か
に
類
を
見
な
い
大
き
さ
で
す
。
一

番
手
前
が
神
霊
を
礼
拝
す
る
拝
殿
で
、
そ
の
奥
に
供
物
を

奉
る
幣
殿
、
そ
し
て
本
殿
と
続
き
ま
す
。

　

現
社
殿
の
西
隣
に
ひ
っ
そ
り
と
建
つ
の
が
、
戦
国
時
代

に
岩い

わ

付つ
き

太お
お

田た

氏
の
家
臣
が
建
て
た
旧
社
殿
。
こ
れ
は

四
百
五
十
年
を
経
て
現
存
す
る
、市
内
最
古
の
建
物
で
す
。

簡
素
で
い
な
が
ら
、
り
ん
と

し
た
気
品
を
感
じ
さ
せ
る
そ

の
姿
は
、
古
谷
地
区
の
歴
史

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

9
月
19
日
㈰
に
は
、
同
神

社
周
辺
で
、
地
域
の
男
の
子

が
色
鮮
や
か
な
ホ
ロ
を
背
負

っ
て
練
り
歩
く
、
県
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
・
ほ
ろ
祭
が

行
わ
れ
ま
す
。

小
学
生
対
象
の
「
浦
和

レ
ッ
ズ
ハ
ー
ト
フ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク 

ジ
ュ
ニ
ア
サ

ッ
カ
ー
教
室
」
を
取
材
し
ま

し
た
。
声
に
合
わ
せ
て
ボ
ー

ル
を
奪
い
合
っ
た
り
、
す
ば

や
く
相
手
に
渡
し
た
り
…

…
。
ち
ょ
っ
と
し
た
遊
び
心

が
子
供
た
ち
四
十
三
人
の
緊

張
を
ほ
ぐ
し
て
い
き
ま
す
。

最
後
は
、
青
・
赤
・
白
の
チ

ー
ム
に
分
か
れ
た
ミ
ニ
ゲ
ー

ム
。
ゴ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、

応
援
や
良
い
プ
レ
ー
に
も
得

点
が
入
り
、
四
点
ご
と
に
チ

ー
ム
名
が
変
わ
る
ル
ー
ル
で

す
。
例
え
ば
青
は
「
鼻
水
→

進
め
→
日
本
代
表
」
に
進
化

し
ま
す
。
変
な
名
前
に
大
笑

い
し
な
が
ら
も
、「
代
表
入

り
」
を
目
指
し
、
ボ
ー
ル
を

懸
命
に
追
い
か
け
る
子
供
た

ち
。
太
陽
の
よ
う
に
輝
く
目

が
、
印
象
的
で
し
た
。
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この印刷物は、グリーン購入法に適合する紙を使用し、印刷用の紙へ、リサイクルできます。

川越の米

たわわに実った稲穂
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